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山
梨
市
は
、
人
口
3
4
,
0
0
0
人
余
り
、
甲
府
盆
地

の
東
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
農
業
と
そ
の
風
景
、

ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
む
果
実
、「
甲
武
信
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
」
に
登
録
さ
れ
た
豊
か
な
自
然
、
ま
た
、
風
土
に
根
付

い
た
文
化
や
歴
史
等
、
特
色
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

　
果
樹
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
、
近
年
で
は
、
本
市
で
生

産
さ
れ
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
果

物
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
全
国
の
方
々
か

ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
納
税
寄
付
額
は
県
内

２
位
の
実
績
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
へ

　
本
市
を
と
り
ま
く
状
況
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

に
起
因
す
る
諸
課
題
や
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
、
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
い

わ
ゆ
る
コ
ロ
ナ
禍
は
、
新
た
な
生
活
様
式
を
伴
う
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
変
化
や
、
新
た
な
人
の
流
れ
等
、
本
市
に
と
っ

て
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
得
る
社
会
変
容
も
起
き
て
お
り
ま
す
。

　
困
難
を
困
難
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
、
時
代
に
対
応
し
た
施
策
方
針
を
定
め
る
べ
く
、
本

年
３
月
に
総
合
計
画
「
第
２
期
中
期
計
画
」
を
１
年
前
倒

し
で
策
定
し
ま
し
た
。

　
当
該
計
画
で
は
庁
内
横
断
的
な
目
標
と
し
て
「
感
染
症

対
応
」「
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
社
会
」「
効
率
的
な
行
財

政
」
を
掲
げ
、特
に
「
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」

に
つ
い
て
徹
底
的
な
選
択
と
集
中
を
行
い
、
時
代
の
変
化

に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
既
に

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
の
他
、「
小
中
学
校
教
材
費

無
償
化
」「
妊
活
応
援
事
業
」「
新
規
就
農
者
へ
の
独
自
補

助
」
等
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

成
長
産
業
化
を
遂
げ
る
果
樹
農
業

　
本
地
域
の
風
土
は
、
果
樹
農
業
と
共
に
築
か
れ
て
き
ま

し
た
。
果
樹
農
業
の
発
展
は
、
本
地
域
の
豊
か
さ
を
支
え

「
人
が
集
い  

和
む
　

　
樹
園
共
生
都
市  

山
梨
市
」の

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　 

実
現
へ

高
木 

晴
雄 

山
梨
市
長

高木 晴雄 （山梨市長）

昭和	25年	 7月	24日	生まれ（72歳）
平成	23年	 ４月	 １日	 株式会社タカギ取締役会長就任
平成	23年	 ４月	30日	 山梨県議会議員初当選
平成	29年	10月	 １日	 山梨市長就任
現在２期目の市政を担う

PROFILE

山梨市駅上空から市北部の山々を望む
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る
貴
重
な
礎
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
度
の
県
内
新
規
就
農
者
数
は
過
去
最
多
の
3
21


人
と
な
り
、
こ
の
う
ち
60
％
以
上
が
果
樹
農
業
へ
の
就
農

者
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
本
市
で
栽
培
さ
れ
る
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
果
実
は
高
単
価
で
取
引

さ
れ
、
数
年
前
ま
で
は
「
儲
か
る
農
業
の
実
現
」
を
目
標

と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
で
は
も
う
一
歩
進
め

た「
成
長
産
業
化
を
遂
げ
る
農
業
」を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
域
外
か
ら
の
新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、
本
市
で
は
県

内
初
の
「
農
地
付
空
き
家
バ
ン
ク
」
や
、
自
由
度
の
高
い

市
独
自
の
補
助
金
を
用
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
本

気
で
新
規
就
農
す
る
な
ら
山
梨
市
」
を
目
指
し
、
支
援
の

拡
充
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
に
構
造
改
革
特
区
の
「
ワ
イ
ン
特

区
」を
取
得
し
、現
在
、市
内
に
お
い
て
小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
参
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
参
入

促
進
と
併
せ
て
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
醸
造
用
ブ
ド
ウ

栽
培
等
に
よ
る
農
業
振
興
、
観
光
振
興
、
地
域
経
済
の
更

な
る
活
性
化
等
を
と
お
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
本
市
独
自
の
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
無
線
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
も
、
全
国
の
自
治

体
か
ら
注
目
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
近
年
で

は
農
業
分
野
以
外
に
も
、
防
災
や
福
祉
分
野
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
課
題
解
決
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

進
む
都
市
基
盤
整
備

　
本
年
４
月
、
市
の
玄
関
口
で
あ
る
山
梨
市
駅
の
南
口
広

場
が
完
成
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
の
北
口
を
含
む
新
駅
舎

の
竣
工
以
降
、
待
望
の
完
成
と
な
り
、
駅
を
中
心
と
し
た

南
北
往
来
と
回
遊
性
が
向
上
し
、
新
た
な
賑
わ
い
と
交
流

の
拠
点
に
な
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
施
策
に
つ
い
て
も
ソ
フ
ト
施
策
と
連
携
さ
せ
る

中
で
、
本
市
の
特
徴
的
な
地
形
や
産
業
を
踏
ま
え
、「
人

が
和
む
樹
園
共
生
都
市
」
の
創
造
に
向
け
た
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
そ
の
筆
頭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
付
け
て

い
る
の
が
「
ア
ザ
レ
ア
タ
ウ
ン
整
備
構
想
」
で
す
。

　
ア
ザ
レ
ア
タ
ウ
ン
整
備
構
想
は
、
中
央
線
沿
線
に
広
が

る
約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
域
を
、
市
の
新
た
な
中
心
市
街

地
と
し
て
利
活
用
を
進
め
る
整
備
構
想
で
、
面
的
整
備
に

合
わ
せ
て
「
に
ぎ
わ
い
の
コ
ア
」
と
な
る
商
業
施
設
や

多
世
代
が
共
生
で
き
る
環
境
の
創
出
と
し
て
高
齢
者
福
祉

施
設
・
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
の
誘
致
を
行
い
ま
す
。
現

在
、
県
事
業
で
進
め
ら
れ
て
い
る
新
山
梨
環
状
道
路
東
部

区
間
、
並
び
に
、
中
央
自
動
車
道
勝
沼
イ
ン
タ
ー
及
び
一

宮
御
坂
イ
ン
タ
ー
へ
繋
が
る
基
幹
道
路
等
の
整
備
に
合
わ

せ
、
ア
ザ
レ
ア
タ
ウ
ン
が
市
内
外
の
交
流
を
育
む
地
域
と

な
り
、
ま
た
、
樹
園
共
生
都
市
の
核
と
し
て
人
口
流
入
の

受
け
皿
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

さ
い
ご
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な

ど
、
短
期
間
で
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
大
き
な
変
革
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
こ
の
動
き
の
な
か
で
、
県
内
市
町
村
で
は
転

出
抑
制
及
び
転
入
増
加
の
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
社
会
変
容
の
中
で
、
都
市
部
の
方
々
か
ら
山
梨
県

内
市
町
村
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
改
め
て
見
直
さ
れ
、

注
目
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
山
梨
市
は
、た
と
え
大
き
な
波
が
来
よ
う
と
も
、

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
新
た
な
生
活
様
式
や
新
た
な
人
の

流
れ
を
最
大
限
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
時
に
は
関
係
す
る
自
治

体
と
も
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
変
化
を
恐
れ
ず

職
員
と
共
に
着
実
に
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

フルーツパークから富士山を望む

市の玄関口としてリニューアルした山梨市駅（写真は北口）
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忍
野
村
の
概
況

　

忍
野
村
は
、
山
梨
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、

南
西
に
壮
大
な
富
士
山
（
３
,
７
７
６
ｍ
）

を
仰
ぎ
、
北
に
杓
子
山
（
１
,
５
９
８
ｍ
）、

東
に
石
割
山
（
１
,
４
１
３
ｍ
）
に
囲
ま
れ

た
盆
地
で
、
総
面
積
は
約
25
平
方
㎞
で
あ
り
、

標
高
は
９
３
６
ｍ
の
高
冷
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
村
の
人
口
は
現
在
約
９
,
７
００

人
（
住

民
基
本
台
帳
よ
り
）、
こ
こ
数
年
は
微
増
の
状

況
で
県
内
で
も
数
少
な
い
人
口
増
加
自
治
体

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
村
は
富
士
山
の
眺
望
が
良
く
、
特
に
写
真

家
岡
田
紅
陽
氏
に
よ
り
「
忍
野
富
士
」
は
広

く
全
国
に
知
れ
渡
り
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
富
士
山
の
伏
流
水
が
八

つ
の
池
に
湧
出
す
る
「
忍
野
八
海
」
は
昭
和

９
年
に
国
の
天
然
記
念
物
、
昭
和
60
年
に
は

日
本
名
水
百
選
に
、
平
成
25
年
に
は
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
の
構
成
資
産

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
観
光
施

お宮橋から望む春の富士山

持
続
可
能
な
地
域
発
展
へ
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設
と
し
て
は
「
岡
田
紅
陽
写
真
美
術
館
」、「
小

池
邦
夫
絵
手
紙
美
術
館
」、
山
梨
県
立
の
淡
水

魚
水
族
館
で
あ
る
「
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
」

が
あ
り
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
本
村
の
産
業
は
古
く
か
ら
稲
作
、
高
原
野
菜

の
作
付
け
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
主
に

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
の
高
原
野
菜
作

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
昭
和
55
年
に

Ｃ
Ｎ
Ｃ
装
置
（
工
作
機
械
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

数
値
制
御
装
置
）
及
び
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の

世
界
的
電
機
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
フ
ァ
ナ
ッ
ク

㈱
が
本
村
に
移
転
以
来
人
口
増
と
な
り
、
又

税
収
の
増
加
に
よ
り
普
通
交
付
税
不
交
付
団

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
本
年
度
は
交
付
団
体
）

　

第
６
次
忍
野
村
総
合
計
画

　

現
村
長
が
平
成
27
年
８
月
に
就
任
し
た
こ

と
に
よ
り
、
１
年
前
倒
し
を
行
い
平
成
28
年

度
よ
り
第
６
次
忍
野
村
総
合
計
画
（
平
成
29

年
度
～
36
年
度
）
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
教
育
は
未
来
へ
の
投
資
」、「
イ
ン
フ
ラ
は

村
民
の
生
活
へ
の
投
資
」、「
福
祉
の
充
実
は

老
後
の
生
活
へ
の
投
資
」
の
考
え
の
基
、「
希

望
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
村
の
実
現
」
を
目

指
し
、
村
民
の
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

目
標
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び総

合
戦
略
の
策
定

　

忍
野
村
の
人
口
は
現
在
微
増
傾
向
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
に
つ
い
て
も
当
面
こ
の
状
況

が
続
く
可
能
性
が
高
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
今
後
の
予
想
も
人
口
１
万
人
を
目
指

し
、
ピ
ー
ク
時
以
降
も
１
万
人
を
維
持
す
る

こ
と
を
目
指
す
計
画
で
す
。
総
合
戦
略
に
つ

い
て
は
、
特
に
面
積
の
小
さ
い
本
村
に
お
い

て
は
「
適
正
人
口
規
模
」
に
つ
い
て
も
勘
案

し
な
が
ら
将
来
目
標
で
あ
る
交
通
混
雑
の
緩

和
、
人
材
育
成
・
教
育
施
設
の
機
能
の
拡
充
、

農
業
振
興
の
充
実
等
の
実
現
に
向
け
施
策
の

展
開
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

写真・絵手紙美術館外観（1つの建物に写真美術館・絵手紙美術館を併設）

朝の体操をする忍野の子どもたち

世界遺産富士山の構成資産の一部　忍野八海　湧池
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さ
れ
た
富
士
山
の
眺
望
地「
二
十
曲
峠
」の
展

望
テ
ラ
ス
が
新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て
完
成

し
、地
形
を
活
か
し
た
通
路
型
テ
ラ
ス
と
し
て

秀
麗
な
富
士
山
と
雄
大
な
南
ア
ル
プ
ス
を
開

放
感
あ
ふ
れ
る
大
自
然
の
中
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
村
内
の

観
光
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
で
滞

在
型
観
光
地
へ
の
転
換
を
目
指
し
た
整
備
事

業
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

富
士
吉
田
忍
野
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

開
通

　

７
月
24
日
に
大
き
な
ス
ト
ッ
ク
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
東
富
士
五
湖
道
路「
富
士
吉
田

忍
野
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
I
C
）」

が
完
成
し
、開
通
し
ま
し
た
。

　

東
富
士
五
湖
道
路
は
、霊
峰
富
士
の
裾
野

を
走
り
日
本
有
数
の
眺
望
を
誇
る
高
速
道
路

で
あ
り
、令
和
３
年
４
月
に
は
国
道
１
３
８

号
須
走
道
路
・
御
殿
場
バ
イ
パ
ス（
西
区
間
）

が
開
通
し
、新
東
名
高
速
道
路
と
直
接
接
続

さ
れ
た
こ
と
で
観
光
・
物
流
を
支
え
る
よ
り

強
力
な
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
ま
し
た
。今
回
完
成
し
た
ス
マ
ー
ト
I
C

は
東
富
士
五
湖
道
路
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置

し
、「
富
士
吉
田
市
」に
存
し
ま
す
が
、名
称
に

「
忍
野
」を
附
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、知

名
度
向
上
と
本
村
を
目
的
地
と
す
る
利
用
者

の
方
に
分
か
り
や
す
く
ご
案
内
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
忍
野
村
で
は
ス
マ
ー
ト
I
C
か
ら
村

内
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
村
道
鐘
山

線
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。相
乗
効
果
に

よ
り
移
動
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
、本
村
へ
の

滞
在
時
間
が
増
え
れ
ば
地
域
の
魅
力
を
よ
り

深
く
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
繋
が
る
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、富
士
山
世
界
文
化
遺
産
の
構
成
資
産

に
指
定
さ
れ
て
い
る
忍
野
八
海
は
、神
秘
的
な

湧
水
池
の
持
つ
自
然
美
と
併
せ
そ
の
歴
史
的
・

文
化
的
価
値
を
求
め
て
春
夏
秋
冬
多
く
の
来

訪
者
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。８
月
末
に
は
国

土
交
通
省
か
ら
関
東
の
富
士
見
百
景
に
選
定

増
え
る
観
光
客
へ
の
対
応

　

平
成
25
年
に
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
構
成
資
産

で
あ
る
「
忍
野
八
海
」
へ
の
観
光
客
数
は
外

国
人
を
中
心
に
激
増
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
景
観
形
成
事
業
の
実
施
（
電
線
の
地
中

化
、看
板
や
建
物
の
修
景
、道
路
の
美
装
化
等
）

を
行
い
、
ま
た
新
た
に
観
光
案
内
所
を
設
置

し
き
め
細
や
か
な
案
内
を
心
掛
け
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
現
在
２
か
所
の
ト
イ
レ
の
建
て

替
え
が
完
成
し
、
気
持
ち
よ
く
世
界
中
の
皆

様
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
各
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

市町村リレー

忍野八海近くに観光案内所を設置

スマートIC　開通式テープカット
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対
応
す
る
た
め
、
教
室
数
の
確
保
は
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
早
期
の
忍
野
小
学
校
の

完
成
を
実
現
す
る
た
め
、
忍
野
小
学
校
建
設

に
係
る
文
部
科
学
省
・
防
衛
省
及
び
関
係
省

庁
の
補
助
金
等
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
本

年
９
月
に
第
１
期
工
事
（
児
童
棟
・
R
C
３

階
建
て
）
を
着
工
予
定
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に

　

今
後
も
、
現
状
に
満
足
せ
ず
、
忍
野
村
ら

し
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

二
十
曲
峠
展
望
テ
ラ
ス

～
S
O
R
A 

n
o 

I
R
O
～

　
既
に
、
富
士
山
眺
望
の
名
所
と
し
て
知
名
度

の
あ
る
二
十
曲
峠
に
、
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
の

た
め
、
第
一
段
階
と
し
て
斜
面
に
張
り
出
し
た

展
望
テ
ラ
ス
を
建
設
し
ま
し
た
。

　
早
朝
に
お
い
て
は
眼
下
に
雲
海
を
眺
め
空
中

に
浮
い
て
い
る
よ
う
な
、
そ
の
ほ
か
の
場
所

と
は
違
っ
た
絶
景
が
楽
し
め
る
展
望
テ
ラ
ス
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
利
用
者
層
は
、
個
人
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
自

家
用
車
で
来
訪
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
ハ
イ
カ
ー
や
登
山
者
、
村
民
も
憩

え
る
場
所
と
し
て
の
視
点
も
含
め
た
整
備
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
ア
ク
セ
ス
道
路
が
狭
い
た

め
、
す
れ
違
い
場
所
の
整
備
や
周
遊
ル
ー
ト
の

整
備
な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
二
十
曲
峠
は
今
回
の
展
望
テ
ラ
ス
を

第
一
段
階
と
し
て
全
体
を
公
園
化
す
る
計
画
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
観
光
・

旅
行
に
対
す
る
傾
向
の
変
化
に
も
対
応
し
て
い

く
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
旅
行
や
外
出
は
、
当
面
近
場
が
主
流

で
、
自
然
や
解
放
感
の
あ
る
場
所
が
好
ま
れ
る

傾
向
が
強
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
社
会
情
勢
を
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
捉
え
れ
ば
、
忍
野
村
の
自
然
観
光
資
源
を
活

か
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
磨
き
上
げ
る
こ
と

で
、
来
訪
者
が
増
え
、
さ
ら
に
は
未
来
の
新
し

い
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
迎
え
入
れ
る
準
備
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

忍
野
小
学
校
建
設
事
業

　
忍
野
小
学
校
の
校
舎
は
本
年
の
6
月
で
築
43

年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
間
に
増
築
や
改

修
を
行
い
、
そ
の
都
度
そ
の
時
の
状
況
に
合
わ

せ
て
改
善
し
な
が
ら
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
建

物
の
老
朽
化
は
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
山
梨
県
で
推
進
し
て
お
り
ま
す
25

人
学
級
も
現
在
は
１
・
２
年
生
が
対
象
で
あ

り
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
全
学
年
の
25
人
学

級
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
お

り
、
現
状
の
ま
ま
で
は
教
室
不
足
が
生
じ
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
支
援
学
級
に
つ
い
て
も
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
最
大
限

二十曲峠展望テラス〜 SORA no IRO 〜からの景色

忍野小学校　イメージ図
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令
和
元
年
七
月
か
ら
三
年
間
、
甲
府
市

で
副
市
長
と
し
て
勤
務
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
間
、
樋
口
市
長
は
じ
め
甲
府
市

役
所
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
着
任
し
て
半
年
後
に

は
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
う
ふ
開
府
5
0
0
年
当
年
の
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々
と

出
会
い
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

私
が
こ
の
三
年
間
で
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
着
任
し
て
一
年
目
の
年
末

に
行
わ
れ
た
こ
う
ふ
生
誕
祭
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
す
。
冬
の
大
雨
の
中
、
参
加
者
が
一

体
と
な
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
翌
年
の
信
玄
公
祭
り
を
は
じ

め
期
待
感
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
降
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止

に
な
り
、
長
引
く
自
粛
期
間
に
よ
り
み
な

さ
ん
と
の
交
流
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

 

そ
の
一
方
で
、
自
宅
か
ら
眺
め
る
ど
っ

し
り
と
構
え
た
富
士
山
や
、
部
屋
を
出

る
と
き
に
目
に
入
っ
て
く
る
勇
壮
な
甲
斐

駒
ヶ
岳
や
鳳
凰
山
の
姿
な
ど
は
三
年
間
変

わ
る
こ
と
な
く
、
今
も
目
に
焼
き
付
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
の
台
風
19
号

や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
甲
府
に
赴
任
す

る
際
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
南
ア
ル
プ
ス

へ
の
登
山
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

自
宅
か
ら
近
い
愛
宕
山
に
は
三
年
間
通
い
、

展
望
台
か
ら
の
甲
府
盆
地
と
そ
の
背
景
の

山
々
、
斜
面
に
広
が
る
ぶ
ど
う
畑
な
ど
を

堪
能
し
ま
し
た
。
周
囲
に
は
、
歩
い
て
登
っ

た
こ
と
が
な
い
人
も
多
く
、
甲
府
駅
か
ら

30
分
ほ
ど
で
山
頂
に
到
達
で
き
る
の
に

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

私
は
、
自
宅
周
辺
か
ら
だ
と
手
前
の
山

に
隠
れ
て
見
え
な
い
八
ヶ
岳
や
北
岳
が
、

２
㎞
も
歩
い
て
伊
勢
あ
た
り
ま
で
南
下
す

る
と
姿
を
現
し
た
り
、
近
く
に
あ
る
他
の

山
々
も
少
し
歩
く
と
形
が
大
き
く
変
わ
っ

て
み
え
た
り
と
、
そ
の
楽
し
さ
か
ら
、
甲

府
の
ま
ち
を
く
ま
な
く
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
歩
き
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

甲
府
に
ず
っ
と
住
ん
で
い
れ
ば
、
山
に

囲
ま
れ
て
い
る
の
は
日
常
の
風
景
で
、
時

間
を
か
け
て
歩
い
て
再
認
識
す
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
移

動
手
段
の
ほ
と
ん
ど
が
車
と
な
っ
て
い
る

中
で
、
歩
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
て
も
、「
そ

う
か
」
と
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
現
在
、
甲
府
市
で
は
、
甲
府
城

南
側
エ
リ
ア
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
つ
い
最
近
に
な
っ
て
新
た
な
再
開

発
計
画
が
公
表
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

将
来
的
に
こ
れ
ら
が
完
成
す
る
と
、
甲
府

駅
か
ら
中
心
市
街
地
ま
で
が
完
全
に
つ
な

が
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
一
帯
が
住
民
や
観
光
客
が
行
き

交
い
に
ぎ
や
か
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
集
客

施
設
が
入
り
、
さ
ら
に
来
訪
者
が
増
加
す

る
と
い
う
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
、
一
朝
一

夕
に
は
い
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
現

実
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

シ
ナ
リ
オ
が
成
り
立
つ
に
は
多
く
の
人
々

が
「
歩
く
こ
と
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
近
年
、
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発

化
し
て
お
り
、
防
災
の
視
点
か
ら
も
「
歩

く
こ
と
」
は
よ
り
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
甲
府
市
内
に
は
、
こ
こ
ま
で

述
べ
て
き
た
山
以
外
に
も
魅
力
的
な
ス

ポ
ッ
ト
や
コ
ン
テ
ン
ツ
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
昇
仙
峡
の
よ
う
に

モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
こ
う
ふ
開
府
5
0
0
年
レ
ガ

シ
ー
事
業
「
私
の
地
域
・
歴
史
探
訪
」
で

市
民
の
み
な
さ
ん
が
あ
ら
た
め
て
調
べ
な

お
し
た
神
社
仏
閣
と
い
っ
た
身
近
な
も
の

も
多
く
あ
り
ま
す
。
甲
府
盆
地
は
夏
暑
く
、

冬
寒
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
時

間
に
余
裕
が
あ
る
と
き
に
は
思
い
思
い
に

ま
ち
歩
き
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

歩
く
こ
と
の
ス
ス
メ

苦 言
提 言

Kugen Teigen Noboru Uemura
上村　 昇 
内閣府大臣官房審議官（防災担当）
（前甲府市副市長）


